
 

○著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）（抄） 

 

【公衆用設置自動複製機器関連条文】 

 

（私的使用のための複製）  

第三十条 著作権の目的となつている著作物（以下この款において単に「著作物」という。）は、個

人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用すること（以下「私的使用」

という。）を目的とするときは、次に掲げる場合を除き、その使用する者が複製することができる。  

一 公衆の使用に供することを目的として設置されている自動複製機器（複製の機能を有し、こ 

れに関する装置の全部又は主要な部分が自動化されている機器をいう。）を用いて複製する場合  

 二・三 （略） 

２ （略） 

 

第百十九条 著作権、出版権又は著作隣接権を侵害した者（第三十条第一項（第百二条第一項にお

いて準用する場合を含む。第三項において同じ。）に定める私的使用の目的をもつて自ら著作物若

しくは実演等の複製を行つた者、第百十三条第三項の規定により著作権若しくは著作隣接権（同

条第四項の規定により著作隣接権とみなされる権利を含む。第百二十条の二第三号において同じ。）

を侵害する行為とみなされる行為を行つた者、第百十三条第五項の規定により著作権若しくは著

作隣接権を侵害する行為とみなされる行為を行つた者又は次項第三号若しくは第四号に掲げる者

を除く。）は、十年以下の懲役若しくは千万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。  

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、五年以下の懲役若しくは五百万円以下の罰金に処し、又

はこれを併科する。  

一 （略）  

二 営利を目的として、第三十条第一項第一号に規定する自動複製機器を著作権、出版権又は著

作隣接権の侵害となる著作物又は実演等の複製に使用させた者  

三・四 （略）  

３ （略） 

 

 

［参考］ 

（定義）  

第二条 （略） 

２～４ （略） 

５ この法律にいう「公衆」には、特定かつ多数の者を含むものとする。 

６～９ （略） 

 

参考資料３ 


